

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（6）Ｇｅｏｆｆｒｅｙ Ｃｏｕｌｔｅｒ（ｅｄｓ．）：ＣｕｒｒｅｎｔＩｓｓｕｅｓｉｎ ＡＳＬ，Ｖｏｌｕ皿ｅ3，Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｐｒｅｓｓ，1993，ｐ．84











































































（24）ｗｉｌｌｉａＬｍ Ｓｔｏｋｏｅ：Ｌａｎｇｕａｇｅｉｎ打ａｎｄ，Ｇａｌ1ａｕｄｅｔ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Ｐｒｅｓｓ／Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ，2001
（25）註19の文献、534頁
（26）同上、535貢
（27）ＷｉｌｌｉａｍＳｔｏｋｎｅ‥Ｓｅｍｉｏｔｉｃｓａｎｄｈｕｍａｎｓｉｇｎｌａｎｇｕａｇｅｓ．ＴｈｅＨａｇｕｅ：Ｍｏｕｔｏｎ，Ｐ．76　なお、筆者は同文献を
註12の①の文献から孫引きした：Ｐａｐａｓｐｙｒｏｕ，Ｓ．86
（28）たくさん例示した手話をすべて画像にする紙幅はとてもない。画像21でもって代表させていただく。
（29）マイノリティ言語の語彙数の少なさを筆者が肯定的にみなしているように響く。しかし、筆者はその反対
である。マイノリティ言語の詩集数が少ないのではなく、少なくて十分なのである。「相対的」という留保を本
論でつけた理由はここにある。逆説的に言うと、マジョリティ言語は無駄無理が多すぎる。ｒきのう」と「さく
じつ」ですでに1個無駄をしている。「本」ｒ書物」「書籍」で2個も無駄をしている。このように語彙数の多寡
をマジョリティ言語とマイノリティ言語の区別に使う考え方に筆者はくみすることができないことをお断りし
ておく。
（30）註27と同じく、Ｐａｐａｓｐｙｒｏｕ，Ｓ．87
（31）註19の文献、537－538貢
（2004年10月15日受理）
